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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

・シンコースポーツ四国株式会社

・代表取締役　石崎　健太

（２）所在地

・本社 香川県高松市寿町一丁目1-12

・高松市健康増進温浴施設 香川県高松市塩江安原下第3号2074-2
・香川県立武道館 香川県高松市福岡町1-5-5
・香川県立丸亀競技場 香川県丸亀市金倉町830
・香川県立総合水泳プール 香川県高松市御厩町1585-1
・西条市椿交流館 愛媛県西条市小松町新屋敷乙22-29
・西条市体育施設 愛媛県西条市ひうち1ｰ2
・高知市スポーツ施設 高知県高知市大原町158
・徳島県立東部防災館 徳島県徳島市東沖洲1丁目6

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 森下　直伸

・連絡担当者 鈴木　史季

・TEL ０８７－８１６－５７５０

（４）事業内容

・公共スポーツ文化施設の管理運営

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 413百万円／２０２2年度

・指定管理施設の件数 8件

・従業員 ７4人

・延べ面積 本社事務所　93.29㎡(28.22坪)

（６）事業年度
・４月１日～３月３１日

２．認証・登録の対象範囲

・登録事業所 シンコースポーツ四国株式会社　　本社

・関連事業所 なし

・事業内容 公共スポーツ文化施設の管理運営

・取組期間 2022年11月～2023年3月

・レポート作成日 2023年12月15日

指

定
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理

施

設
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3．環境経営方針

基本理念

環境保全への行動指針

１．法律を遵守します。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

①電力使用量の削減

②ガソリン使用量の削減

③環境啓発活動の推進

３Rを徹底し、廃棄物の削減を行います。

節水の呼びかけを表示し、手洗い時、洗い物における節水に心がけます。

環境負荷に配慮しつつ、安心・安全なサービスを安定的に提供することにより
顧客満足を獲得します。

制定日：
 代表取締役

       石崎　健太

2022年7月1日

　私たちは、公正・公平の精神に基づき、健康と地球環境の保全が最重要課題の一つであ
ることを認識し、持続可能な社会を目指して、全社一丸となって環境負荷の低減に努めると
ともに、継続的改善に取り組み、社会的責任を果たしてまいります。

４．日常的な節水の励行

５．安心・安全を安定させる取り組みを推進します。

６．地域や関係団体の環境保全活動に積極的に参加します。

３．廃棄物の削減と同時に適切な廃棄処理に取り組みます。

２．創意工夫と努力により二酸化炭素排出量を削減するためエネルギーの
使用低減に努めます。

方針：シンコースポーツ四国株式会社は公共スポーツ・文化施設の管理運営に
関わる全ての活動、製品及びサービスの環境負荷を低減するため、以下の行動
指針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指してま
いります。
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４．実施体制

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境活動の実績集計

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標、環境経営計画書を確認

役割・責任・権限

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートを承認

総務

代表取締役
・環境経営方針の策定、見直し

・緊急事態への対応マニュアルの承認

従業員全員

・環境経営システムの構築、実施、管理

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐

・緊急事態への対応マニュアルの作成

・環境関連法規等取りまとめ表を承認

営業 運営 総務 経理

環境管理責任者

代表取締役

・高松市健康増進温浴施設

・香川県立武道館

・香川県立丸亀競技場

・香川県立総合水泳プール

・西条市椿交流館

・西条市体育施設

・高知市スポーツ施設

・徳島県立東部防災館
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５．環境経営目標

○中・長期目的・目標

単位 基準年
（２０２１年度）

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

・電気使用量削減 kWh 5,084.8 5,033.9 4,983.1 4,932.2

    ・ガソリン使用量削減 L 1,000 990 980 970

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

　　　　四国電力2022年１月13日公表、2020年度実績調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．基準年として、取り組みを開始した2021年度の数値を基準とする。

＊3．環境に配慮したサービスの提供ができる人材育成のため下記3項目に取り組む。

　　　　　　 ①地域美化活動の推進　『サンポート高松・中央通り等一斉清掃』『高松マイロード』

　　　　　　　　　　　『香川さわやかロード』『ボランティア・サポートプログラムに参加しての道路清掃』

　　　　　　 ②エコドライブ10の推進

　　　　　　 ③各現場を含む月次ミーティングでの環境負荷低減活動のチェック・確認

＊化学物質の使用はない。

＊テナント入居のため水使用量の把握ができず、目標設定はできませんが、節水の取り組みを推進する。

〇取組期間　２０２２年11月　～　２０２3年3月

目的 単位
基準年

（２０２1年度）
目標

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 2,531 2,506

　　　・電気使用量削減 kWh 2,391.7 2,367.7

　　　・ガソリン使用量削減 L 499 494

廃棄物排出量削減　 kg 43 43

103104

5,187
二酸化炭素排出量削減

＊1
kg-CO2 5,134

100%100%

目　　　標

目的

105

5,0825,239

kg 102
廃棄物排出量削減

＊2

100%

組織本来の取組
実施率
(％)

- 100%

実施率
(％)

組織本来の取組
＊3

-
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６．環境経営計画

・取組期間　２０２２年11月　～　２０２3年3月

具体的実施項目
実施責任
者

①不要な照明を消す

②適正温度の維持

③休憩時、不在時の消灯

①エコドライブの励行

②空気圧の点検

③乗車前後の車両点検の励行

①コピー用紙の裏紙利用

②分別の徹底

③ペーパレス化の推進

水使用量削減 節水
①手洗い時、洗い物における節水を心掛

ける

環境担当
者

①地域美化活動の推進

②エコドライブ10の遵守

③ミーティングでの環境活動の
チェック・確認

ガソリン使用量削減

廃棄物排出量削減 一般廃棄物削減

二酸化炭素排出
量削減

環境担当
者

環境管理
責任者

環境担当
者

環境管理
責任者

組織本来の取組
環境に配慮した社
員の育成

電気使用量削減
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７．短期環境経営目標の実績結果とその評価

・取組期間　２０２２年11月　～　２０２3年3月

　　　　　　※目標はそれぞれ1％削減とする

目的 単位 基準年
（２０２１年度）

目標 実績

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、 〇…達成
　　　　四国電力2022年１月13日公表、2020年度実績調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。×…未達
＊２．使用状況の異なる電気とガソリン使用量を分けて目標設定する。
　　　　　お客様が満足するサービスの提供を行う。
＊3．環境に配慮したサービスの提供ができる人材育成のため下記3項目に取り組む。
　　　　　　 ①地域美化活動の推進　『サンポート高松・中央通り等一斉清掃』『高松マイロード』
　　　　　　　　　　　『香川さわやかロード』『ボランティア・サポートプログラムに参加しての道路清掃』
　　　　　　 ②エコドライブ10の推進
　　　　　　 ③各現場を含む月次ミーティングでの環境負荷低減活動のチェック・確認
＊化学物質の使用はない。
＊テナント入居のため水使用量の把握ができず、目標設定はできませんが、節水の取り組みを推進する。

○コメント

二酸化炭素排出量削減

電気使用量は不在時の消灯はもとより、不要な照明やパソコン等の節電に努
め、暖冬のおかげもあり、暖房を稼働させる時間が少なく、省エネにつながった。
比べてガソリン使用量については、新たな販路拡大という流れもあり、営業人員
を増員し四国四県を精力的に移動していたためガソリン使用量が増加した。

廃棄物排出量削減
廃棄物の計量化(見える化)に取り組み、コピー用紙の裏紙利用や分別の徹底
を実施して、削減に努めている。

評価

-

〇

・電気使用量削減 kWh

組織本来の取組　　　

具体的な取り組みは計画通り実施できた。本社単体での環境への負荷は小さ
いので、運営する各施設も併せて省エネ活動や環境に配慮する取り組みを行う
ことにより、全社的に環境経営への取り組みを行った。
地域への美化活動にはこれまで通り積極的に参加したほか、各施設含めて、月
次ミーティングなどにおいて、省エネ活動はもとより環境に配慮した取り組みに
ついて、チェック・確認することができた。

二酸化炭素排出量削減
＊1

・ガソリン使用量削減
＊2

kg-CO2 2,531 2,505 2,186 12%減

2,391.7 〇40%減1,402.52,367.7

4243

×16%増595

〇100%100%実施率(％)

〇

100%

10%減38kg

494499L

廃棄物排出量削減

組織本来の取り組み
＊3
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８．短期環境経営計画の実施結果と評価

・取組期間　２０２２年11月　～　２０２3年3月

具体的実施項目 11月12月 1月 2月 3月 評価

①不要な照明を消す 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②適正温度の維持 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③休憩時、不在時の消灯 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②空気圧の点検 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③乗車前後の車両点検の励行 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①コピー用紙の裏紙利用 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②分別の徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ペーパレス化の推進 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水使用量 節水 ①手洗い時、洗い物における節水を心掛ける 〇 〇 〇 〇 〇 〇

①地域美化活動の推進 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②エコドライブ10の遵守 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ミーティングでの環境負荷低減活動の

チェック
〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊化学物質の使用はない。 〇…計画通り実施

△…一部出来なかった

×…出来ていない

○評価に対するコメント

目的 評価に対するコメント

①地域美化活動に積極的に取り組んだ。

②エコドライブ10の遵守を合言葉に取り組んでいる。　※別紙に内容添付

廃棄物

二酸化
炭素

廃棄物

二酸化
炭素

具体的な取り組みは計画通り実施できた。
エリア会議等は4回に2回はzoom等オンラインでの開催とし、会議資料などの削減に努め、
裏紙の使用等を徹底して廃棄物の削減に努めている。廃棄物を計量して数値化することで、
一層の削減意識を持つことができている。

電気使用量削減

③本社単体での環境負荷は小さいので、本社を含めた各施設の月次ミーティングでの環境
負荷低減活動のチェック・確認などを実践しながら、環境に配慮した活動が進んでできるよ
う、全社的に教育啓発活動を実施した。

組織本来
の取組

具体的な取り組みはほぼ計画どおり実施できた。
電気の使用についても不要な照明や不在時の消灯には取り組むことができた。暖冬のおか
げもあり、暖房を使用する時間も少なく、電気使用の削減につながっている。業務の都合で昨
年より営業車の使用量が増えガソリン使用量が増えているが、エコドライブ10を意識してエ
コ運転に努めている。

ガソリン使用量削減

一般廃棄物削減

組織本来
の取組

水使用量
水使用量の把握は出来ないが、社員に節水に心掛けるように機会ある毎に声掛けを行うこと
により、その実践に努めた。

環境に配慮した社員
の育成
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９．次年度の環境経営目標

○2023年度目標

・取組期間　２０２3年4月　～　２０２4年３月

目的 単位
基準年

（２０２1年度）
目標

(2023年度)

二酸化炭素排出量削減　＊1 kg-CO2 5,239 5,134

・電気使用量削減 kWh 5,084 4,983.1

・ガソリン使用量削減 L 1,000 980

廃棄物排出量削減　＊2　 kg 105 103

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、
　　　　四国電力2022年１月13日公表、2020年度実績調整後排出係数0.574（kg－CO2／kWh）を使用した。
＊２．取り組み開始時の2021年度の実績を基準とし、目標は中・長期目標と同じとする。
＊3．環境に配慮したサービスの提供ができる人材育成のため下記3項目に取り組む。
　　　　　　 ①地域美化活動の推進　『サンポート高松・中央通り等一斉清掃』『高松マイロード』
　　　　　　　　　　　『香川さわやかロード』『ボランティア・サポートプログラムに参加しての道路清掃』
　　　　　　 ②エコドライブ10の推進
　　　　　　 ③各現場を含む月次ミーティングでの環境負荷低減活動のチェック・確認
＊化学物質の使用はない。
＊テナント入居のため水使用量の把握ができず、目標設定はできませんが、節水の取り組みを推進する。

１０．次年度の環境経営計画

・取組期間　２０２3年4月　～　２０２4年３月

水使用量 節水

一般廃棄物
削減

二酸化炭素

組織本来の取組　　＊3 実施率(％) - 100%

電気使用量
削減

ガソリン使用
量削減

②エコドライブ10の遵守

①地域美化活動の推進

①手洗い時、洗い物における節水を心掛ける

③ペーパレス化の推進

②分別の徹底

①コピー用紙の裏紙利用

環境に配慮した
社員の育成

廃棄物

組織本来の取組

具体的実施項目

②乗車前後の車両点検の励行

①空気圧の点検

③休憩時、不在時の消灯

②適正温度の維持

①不要な照明を消す

③月次ミーティングでの負荷低減環境活動のチェック
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１1．環境関連法規制等の遵守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりです。

適用法令等 適用内容 遵守事項 遵守評価

●家電リサイクル法 指定家電の適正な処理 適正処分・領収証 〇

●グリーン購入法
環境にやさしい事務用品等
の購入

対象製品の購入 〇

〇環境関連法規への違反、訴訟等の有無

〇

●高松市環境基本
条例

事業者の責務（第5条）
事業活動によって発生する。
廃棄物を適切に処理する。

第5条の適切な実施 〇

●香川県環境基本
条例

事業者の責務（第５条）
事業活動を行うに当たって
は、公害の防止その他の環
境負荷の低減又は自然環境
の適正な保全の為に必要な
措置を講じなければならな
い。

第5条の適切な実施

2023年12月15日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反は
ありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘も、会社設立以降これまでありません。

〇

●香川県生活環境
の保全に関する条

例

事業者の責務（第90条、
92条、93条、96条、99
条）エコ運転の励行。廃棄
物の減少に努め資源の有効
活用。電機の使用量削減。
消費量が少ない電気機器等
の使用及び効率的な使用。
環境マネジメントプログラム
展開体制の素子区の設置。
アイドリングストップ。

事業者の責務（第90
条、92条、93条、96
条、99条）
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１2．代表者による全体評価と見直し・指示

当初作成した2023年度の目標に取り組む
【次期環境経営計画】

現状の取り組みを継続・推進していく

【環境経営方針】
変更の必要なし

【実施体制】
変更の必要なし

2023年12月15日

代表取締役　

　環境に配慮した諸活動ができる社員を育成し、お客さまが満足するサービスを
提供していくため、今後とも環境経営方針を維持し、現状の実施体制のもと目標
を達成していくための活動を積極的に推進していく。本社単体での環境負荷は小
さいので、各施設も併せて環境に配慮された取組等を行うように定期的に指示を
行う。
2022、2023年度の実績を把握した上で、新たな中・長期目標ついて見直しを
実施しながら、目標達成に向けて、具体的実施項目などを日常の活動の中で常
に意識して実践することにより、数値の上でも削減できるよう努めていきたい。

　環境負荷低減活動の推進こそが重要との大きな潮流のもとで、社員がより一層
環境に配慮した行動を徹底することにより、お客さまサービスの向上に寄与するこ
とができるとの思いから、エコアクション２１の取り組みを展開している。
本社の環境負荷は規模も小さいので、各施設も含めて省エネ活動はもとより、環
境に配慮された取組を社員一丸となって取り組んでおり、本社だけでなく各施設
も併せて電気等の使用量の見える化を徹底するようになった事で、本社において
は電気・ガソリンの使用量、廃棄物の数量など、各施設においては、電気・重油等
の使用量がはっきりと認識でき、社員の意識や行動の変革につながったと思う。
基準時の数値から単純に1％ずつの削減を目標として取り組んでいるが、増加は
比較的抑えれらた様に思う。今回の中間報告を経て、1年間の実績がそろったの
で改めて目標設定を考えていきたい。
エコアクション21は取り組み活動が明確になっており、今回も本社及び各施設で
の『活動の見える化』を実施した事により、より細かくスイッチオフやエコドライブ
などを意識して実践できていると感じる。各施設を含めた環境負荷低減活動に関
するPDCAサイクルを実践する事により、環境に対してより配慮ができるように教
育・啓蒙活動を進めていきたい。

【全体評価】

【見直し・指示】

【次期環境経営目標】

石崎健太
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　　『地域美化活動』

「香川さわやかロード」の活動

(毎月1度、県道175号線の一部を清掃)

「たかまつマイロード」の活動

(毎月1度、市道壇・橋谷線の一部を清掃)

←

サンポート高松・中央通り一斉清掃

(毎月第1木曜日参加)
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